
 

 

 

 

 

 

新学期が始まって 1 カ月半が経ちました。環境が変わって、新しい出会いにワクワクしたり楽しんだ

りしたことがたくさんあったと思います。でも、ストレスや不安を感じることもあったはず。自分では気

づかないうちに、疲れてしまう時もあります。たまには、ゆっくりする時間を取って自分の心や体のこと

を考えてみましょう。また、生活リズムは整っていますか？これから気温もどんどん上がるため、栄養と

睡眠をしっかりとることが大切です。熱中症にならないよう、いつもより飲み物を多めに持参し、こまめ

に水分補給をするように心がけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月 
11日 尿検査（１次２回目） 全校朝礼があります。提出する人は早めに登校しましょう。 

13日 心臓検診（１年生） ジャージ登校 

検診前は静かに過ごしましょう。 

20日 内科検診（１年生） ジャージ登校 

※３年生でまだ内科検診を受けていない人も受けます。 

21日 耳鼻科検診（１年生）  

25日 尿検査（２次１回目） 今年度まだ１回も尿検査を提出していない人は必ず提出し

てください。 

27日 内科検診（２年生） ジャージ登校 

※１・３年生でまだ内科検診を受けていない人も受けます。 

29日 尿検査（２次２回目） 今年度まだ１回も尿検査を提出していない人は必ず提出し

てください。 

ほけんだより 
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Aさんの場合 

耳垢がたまって耳の穴をふさいでしまう「耳垢栓塞」の診断、お知らせの 

用紙をもらいました。でも、耳に違和感がなかったので、病院に行きませ 

んでした。しかし、夏になってプールの授業を受けると、耳が痛くなって 

しまいました。 

 

    細菌感染を起こし耳が痛くなる「外耳炎」。溜まった耳垢が水にぬれて膨張したことが原因で 

す。自分で耳掃除をすると悪化する恐れがあるので、早めに、少なくともプールの前に受診しま 

しょう。 

Bさんの場合 

「(鼻の穴の周囲にある空洞に炎症が起こり、鼻水や鼻づまりの症状が 

ある)副鼻腔炎の疑いあり」と診断。でも、「風邪が長引いているだけ 

だ」と思い、病院には行きませんでした。しかし、症状はなかなか治ま 

らず、次第に頭痛や倦怠感を覚えるようになりました。 

     

鼻に膿がたまったりしてしまう「慢性副鼻腔炎」。ひどい場合は手術

が必要です。「急性副鼻腔炎」であれば約 70％が１～２週間で完治しま

すが、慢性になると病院での治療や薬の服用を３ヶ月以上は続ける必要

があるので、早めに受診しましょう。 

 

どちらも早く受診しなければ悪化しなかったケースです。今は違和感なくても、早めに受診しましょう。 

健康診断が終わり、医療機関に受診してほしい人には、お知らせの用紙を配布しています。 

受け取った人は、早めに医療機関に受診し、受診報告書を学校に提出してください。 

(歯科検診は、結果に関係なく全員にお知らせの用紙を配布します。記載事項をよく確認してください。) 

「今は大したことないし大丈夫」と思う人もいるかもしれませんが、放置すると思わぬ病気などにつながって

しまうこともあります。 
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